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2022 年の半導体市場は前年比 9%増と過去最高を予

想。最先端の半導体製品を扱う同社の追い風となろう 
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 2022/8 期 2Q(12-2 月)は、売上高が前年同期比 24.8％増、調整後粗利

率が同 14.8 ポイント上昇、調整後純利益が同 2.1 倍の増収増益。 

 SSD 製品の販売が好調だったほか、業界最先端の 1 アルファ・ナノメ

ートル DRAM や、176 層 NAND 製品の大幅なコスト削減が寄与 

 2022 年の世界の半導体市場は前年比 9%増と過去最高となる見通し。

同社が展開する最先端の半導体製品需要に追い風となろう。 
What is the news? 

3 月 29 日発表の 2022/8 期 2Q(12-2 月)は、売上高が前年同期比 24.8％

増の 77.86 億 USD、Non-GAAP の調整後粗利率が同 14.8 ポイント上昇の

47.8％、調整後純利益が同 2.1 倍の 22.63 億 USD。記憶装置の SSD 製品が

好調だったほか、半導体メモリでは最先端の 1 アルファ・ナノメートル

DRAM や、176 層 NAND(フラッシュメモリ)製品のコスト削減が寄与。 

セグメント別の 1Q の売上高は以下の通り。①コンピューター・ネット

ワーク部門は前年同期比 31％増の 34.61 億 USD。クラウド関連、クライ

アント向け DRAM の売上が堅調だった。②モバイル部門は同 4％増の

18.75 億 USD。スマートフォン向けに、コントローラーを内蔵したマネー

ジド NAND や、複数の半導体チップをひとつの封入パッケージに入れた

MCP(マルチチップパッケージ)製品が好調だった。③ストレージ部門は同

38％増の 11.71 億 USD。SSD 関連の収益が同 80％程度増加する中、特に

業界初の 176 層 NAND を採用した SSD の販売が貢献した。④エンベデッ

ド部門は同 37％増の 12.77 億 USD。自動車や工業向け需要が堅調に推移

した。 
How do we view this?  

2022/8 期 3Q(3-5 月)の会社計画は売上高が 87 億 USD、調整後粗利率が

47-49％、調整後 EPS は 2.36-2.56USD（2Q は 2.14USD）の前四半期比での

増収増益を見込む。更に同社は世界の半導体業界における今年のビット

数に換算した需要の伸びが、DRAM は 10％台、NAND は約 30％を予想。 

一方、旺盛な需要に対応するための工場新設や研究開発に伴うコスト

の上昇や、技術者の獲得競争に伴う人件費の上昇のほか、ウクライナ情

勢の悪化に伴い、製造工程で使用するネオンガス等の材料調達が懸念さ

れる中、同社は原材料コストの上昇を見込む。これに対し、同社は原材

料の適切な在庫管理と、調達先の多様化、長期契約の締結等を通じてサ

プライチェーン問題の回避に努めており、短期的には生産量への影響は

無いとみている。また、世界半導体市場統計(WSTS)は 2022 年の半導体市

場が前年比 9%増の 6,014 億ドルと過去最高になるとの見通しを示してお

り、同社の半導体製品においては、最先端の技術に裏打ちされた価格競

争力の強さが、利益率の高さを支えよう。 

 

 

業績推移

事業年度 2019/8 2020/8 2021/8 2022/8F 2023/8F

売上高（百万USD） 23,406 21,435 27,705 33,740 40,589

当期利益（百万USD） 6,313 2,687 5,861 10,386 14,105

EPS（USD） 5.51 2.37 5.14 9.12 12.55

PER（倍） 12.79 29.73 13.71 7.73 5.62

BPS（USD） 32.44 35.04 39.26 46.59 57.01

PBR（倍） 2.17 2.01 1.79 1.51 1.24

配当（USD） 0.00 0.00 0.00 0.37 0.41

配当利回り（％） 0.00 0.00 0.00 0.53 0.58

（出所：会社公表資料、Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

※参考レート  1USD=129.24円

配当予想（USD） 0.37 （予想はBloomberg）

株価（USD） 70.47

会社概要

企業データ（2022/5/17）

ベータ値 1.17

時価総額（百万USD） 78,691

企業価値=EV（百万USD） 74,515

3ヵ月平均売買代金（百万USD） 1,657

主要株主（2022/5） （%）

1. Vanguard Group 8.01

2. BlackRock 7.60

3. CAPITAL GROUP COMPANIES INC 6.87
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1978年創業の半導体業界の世界トップ企業の一角。メモリお

よびストレージ製品を世界中で設計、製造、販売する。同社の

事業セグメントは、①コンピュータ・ネットワーク部門、②モバイ

ル部門、③ストレージ部門、④エンベデッド（組み込み）部門で構

成される。また、日本においては広島県内にDRAMの先端工場

を持つ。

同社は、揮発性半導体メモリのDRAM、不揮発半導体メモリの

NANDフラッシュメモリ・NORフラッシュメモリ・相変化メモリ、超

小型・高精細ディスプレイのFLCOSマイクロディスプレイ、複数

の半導体チップをひとつの封入パッケージに入れたマルチチッ

プパッケージ製品、映像センサーの相補型金属酸化皮膜半導

体(CMOS)イメージセンサーなどの半導体デバイスを製造してお

り、直販、営業担当者、流通業者、小売業者、Web等を通じて販

売を行う。

           　（出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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